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Mission

A Iを用いた

社会課題解決を通じて、

幸せな社会を実現する

©︎ Copyright ExaWizards Inc. All Rights Reserved.Public
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会社概要〈取引先情報〉

取引実績 ※1 主要取引先（一部抜粋）

主要認定/採択等

金融／保険

21%

消費財

20%

製造業／産業財

14%

ヘルスケア

13%

通信／インフラ

13%

エネルギー

9%

人材

4%

物流

2%

その他

4%

年間

350件

以上※2

※1. 2023年3月期のAIプラットフォーム事業における顧客別売上高に基づく業界ごとの内訳
※2. 2023年3月期のAIプラットフォーム事業における案件実績数
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・取組の目的・概要

・主なアウトプットの詳細

・実施プロセスについて

・撮影について

・主な成果と今回見出された課題

・今後の展望

本日の発表内容
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取組の目的・概要

取組の目的

• 支援学級に在籍する児童ひとり一人が見せる多様な

姿をとらえた上で、個々人の状況や学習への向き合

い方に応じた指導や支援体制等を実現することが求

められている。

• しかしながら、上記の理想を実現するためには、人

的リソース等に限りのある学校においても実現可能

な方途を探究する必要がある。

支援学級在籍児童の「授業時の状況・行動」をとらえ、ひとり一人に応じた指導及び支援体制の実現を支援する。

取組の概要

支援学級に在籍する児童の授業時の姿・状況の動画を

撮影し、当該動画に対してAIによる解析を実施。

AI解析の結果に基づき、以下の①～③のアウトプット

を整理

① 児童の授業中の状況・行動についての解析結果

② (①の解析結果に基づき推定される) 支援負担・支援

時間

③ (①及び②に基づく) 適切な人的体制及び指導上の留

意点
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アウトプット①：児童の授業中の状況・行動についての解析

(1) 児童の授業時の集中状況等の解析

支援学級在籍児童が見せる姿について、以下の（１）～（３）の項目・視点から解析を実施。

(2) 児童の課題的な状況等の解析

(3) 学習的行為と児童の課題的な
状況現出の関係性について

視覚的注意に係る課題的な状況

➢ よそ見（視線の方向等が適切でない

こと）だと推定される状況

➢ 視線の定まりが見られない状況

行動面に係る課題的な状況

➢ 離席・歩き回りの状況

➢ 机にふせている状況

➢ 発言・私語の状況

児童の集中の状況

➢ 「読む」、「書く」、「聞く」の

学習的行為別の集中状況

➢ 継時的な状況変化（１コマ、１日、

１週間の３区切りでの変化の状

況）

➢ 教科別の状況

（１）と（２）の各項目の時間的

近似等の関係性を解析
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アウトプット②：支援負担・支援時間について

解析された児童の授業時の状況・行動に基づいた支援負担・支援時間を推定。

〇 支援負担・支援時間推定のイメージ

【アウトプット①から解析される課題的事項】

視点①：学習的行為別の集中状況に係る課題

視点②：教科別の集中状況に係る課題

視点③：時間的変化における集中状況に係る課題

視点④：課題的な状況等

①学びへの集中を持続するための支援が必要になる場面を
定義した上で、定量的な支援負担・支援時間を算定

✓ 「読む、書く、聞くのどの学びを行うときに」
✓ 「どの教科で」
✓ 「どのような時間帯・タイミングで」

② ひとり一人の課題的状況等への
対応の必要時間を算定 支援負担・支援時間
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アウトプット③：適切な人員配置

以下の２つのアプローチから人員配置の在り方を提示する。

アプローチ①：支援量・支援負担からの導出

➢ 各支援級に在籍する各児童の支援量・支援負
担の総量等に基づき、各学級のベースとなる
人員配置を提示する。

アプローチ②：場面ごとの人的配置の考え方

➢ それぞれの支援級に在籍する各児童の個別状
況を踏まえた注意すべき場面・シーンを提示

（イメージ例）
「国語」の「読解」が多く含まれる授業におい
ては、「立ち歩き・離席」の可能性が高まるた
め、通常時より充実した体制とすることが望ま
しい。

学級の再編成や基本的な教員の割り当て
の際に参照が可能。

各学級の状況に応じた機動的な体制整備
に向けた参照が可能。

人的配置に係る①アカウンタビリティの構築、②静的・動的最適化、③（想定に基づく）コミュ
ニティスクールとの連携などの外部と連携した対応が可能になる！
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アウトプット③：指導上の留意点について

アウトプット①から得られる解析事項等に基づき指導上の留意点を示す。

【学習上の強み（＋）】
視点①：集中できている学習行為
視点②：関心のある教科の所在
視点③：高い集中を示す時間的環境

【課題的事項（－）】
視点①：学習的行為別の集中状況に係る課題
視点②：教科別の集中状況に係る課題
視点③：時間的変化における集中状況に係る課題
視点④：課題的な状況等
視点⑤：学習的行為と課題的な状況の現出

⚫ 各児童が「学びのモチベーション」を向ける
瞬間

→ ひとり一人の個性に応じた学び方の設計

⚫ 特に丁寧に向き合うべきシーン・タイミング

⚫ 適切な教室環境・座席環境 等

・課題整理

・指導目標の設定 等

（データに基づいた）児童理解 指導上の留意点

個別指導計画の作成等
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取組の進め方/実施プロセスについて

保護者説明会/撮影に係る同意取得

試験撮影（7/10-7/14）

第１回本撮影（9/11-9/15）

第２回本撮影（12/11-12/15）

AI解析/修正改善

成果検証

成果取りまとめ/報告作成

計３回（本撮影２回、試験撮影１回）の撮影を実施

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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撮影の様子

〇 カメラの配置・撮影方法

・教室の四隅にIPカメラを設置
・授業時間に合わせて自動撮影・録画

教室の四隅からIPカメラで撮影を実施。
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「視線推定」技術と「体位推定」技術により子どもの状況・行動を可視化した上で、生成AIを活用して
アウトプットを作成する。

目線の動きや継続状況等から
視覚的注意の状況を推定

体位推定技術

動画像解析 アウトプット作成

対象・人の身体位から行動を
推定

今回の取組に係る技術的なアプローチの概要

視線推定技術 生成AI技術

特別支援教育等の科学的知見を
踏まえたプロンプトを構成
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アウトプットイメージ ①

動画像を解析して作成するアセスメントアウトプットのサンプルイメージ

未定稿
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アウトプットイメージ ②

動画像を解析して作成するアセスメントアウトプットのサンプルイメージ

未定稿
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今回の取組の主な成果と見出された課題について

これまでに以下の成果と課題が見出された。

1. 現時点での主な成果

➢ 一定の児童の状況の定量的な可視化

（試験撮影の結果等を踏まえ、AIモデルを最適化）

➢ 特別支援教育領域での解析結果と教育的価値

との接続のための設計方針の整理

➢ 学校現場・授業における比較的長期間の撮影

の実施

→ 撮影後のアンケートにおいて７割の児童が

「撮影が気にならなかった」旨を回答

２．今回見出された実施上の主な課題（技術面を含む）

➢ 授業時における個人のトラッキングの難しさ

➢ 求められる画像の取得に係るコストと学校現場負

担等とのバランス

➢ 総体的な創出価値と費用面とのバランス
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今後の取組について

以下の方向性を含めて、Society5.0時代の教育・学校の在り方を更に探究していきたい。

② （全ての児童を対象とした）学校における
個別最適な学びへの支援

➢ 各児童の「生理」、「心理」、「認知機能・
基盤の個性」等の理解に基づく「真の個別最
適な学び」の実現に向けた支援

「Society5.0」時代の学校の在り方の探究

③ 教育・学校における「人」と「AI」との発展的融合の実践例の創出

➢ (両者の優劣ではなく) 人とテクノロジーとの
協働・発展的融合の具体的な実践例を
示していく

① 特別支援教育領域での創出価値の磨きこみ

➢ 生成AI活用による個別指導計画の策定/個別化
された課題の提供

➢ アウトプットアセスメントとの組み合わせに
よる児童理解の深化
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